




ている｡ その共通する特徴として, () 雄が石の隙間や貝の
空殻などを巣として利用する, () その巣に複数の雌が訪れ
て産卵をするなわばり訪問型複婚の配偶システムである,




















度	分, 東経度	分) において行った (１)｡
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ロウソクギンポの産卵・卵保護行動
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中, 観察区域外で毎月雌雄３－個体, 計個体 (雄個
体：平均体長±標準偏差＝
















殖腺熟度指数 (") は６月から急激に上昇し, ８月に最大
値を示した｡ その後, 値は下降に転じ, ９月から月にかけ
て急激に減少した (+(２,)｡ 雄の"も雌ほど顕著ではな
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